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1x のとき )1(1 1  mm xkx ≦ は成立。 

10  x のとき 
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さらに、 mxmxxg m   )1()( 1 とすると )1)(1()1()1()( mm xmmxmxg   

 

10  x のとき 0)(  xg であるから、 )(xg は単調増加。 

0)1( g より 0)( xg であるから、 0)(  xf であり、 )(xf は単調減少。 

x1 のとき 0)(  xg であるから、 )(xg は単調減少。 

0)1( g より 0)( xg であるから、 0)(  xf であり、 )(xf は単調減少。 

 

結局、 )(xf は、 xx  1,10 において単調減少である。 

10  x のとき、
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以上により、題意を満たす k は 
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 (証明終) 


